
September 22, 2019

神の守りの守り守りり

列王記第二 6:15-19

6:15 神の守りの守り人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のの守り召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のきて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の外に出ると、なんと、馬と戦車のに出ると、なんと、馬と戦車の出ると、なんと、馬と戦車のると、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のなんと、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の馬と戦車のと戦車のの守り

軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さがその守り町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さしていた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さい者がエリシャに、「ああ、ご主人さがエリシャに、「ああ、ご主人さに出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「ああ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のご主人さ主人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のさ

ま。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さどうしたらよいの守りでしょう。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」と言った。った。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

6:16 すると彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともには、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにれるな。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ私たちとともにいる者は、彼らとともにたちとともに出ると、なんと、馬と戦車のいる者がエリシャに、「ああ、ご主人さは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにらとともに出ると、なんと、馬と戦車の

いる者がエリシャに、「ああ、ご主人さよりも多いのだから。」と言った。いの守りだから。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」と言った。った。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

6:17 そして、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さは祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いって主に出ると、なんと、馬と戦車の願った。「どうぞ、彼の目を開いった。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「どうぞ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにの守り目を開いを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ開いい

て、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえるように出ると、なんと、馬と戦車のしてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださい。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」主がその守り若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さい者がエリシャに、「ああ、ご主人さの守り目を開いを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ開いかれたの守り

で、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにが見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのると、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のなんと、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の火の馬と戦車がエリシャを取り巻いて山に満の守り馬と戦車のと戦車のがエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ取り巻いて山に満り巻いて山に満いて山に満に出ると、なんと、馬と戦車の満

ちていた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

6:18 アラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っがエリシャに、「ああ、ご主人さに出ると、なんと、馬と戦車の向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っかって下って来たとき、彼は主に祈って言っって来たとき、彼は主に祈って言ったとき、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともには主に出ると、なんと、馬と戦車の祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いって言った。っ

た。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「どうぞ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のこの守り民を打って、盲目にしてください。」そこで主はエを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ打って、盲目にしてください。」そこで主はエって、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の盲目を開いに出ると、なんと、馬と戦車のしてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださい。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」そこで主はエ

リシャに、「ああ、ご主人さの守りことばの守りとおり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにらを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ打って、盲目にしてください。」そこで主はエって、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の盲目を開いに出ると、なんと、馬と戦車のされた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

6:19 エリシャに、「ああ、ご主人さは彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにらに出ると、なんと、馬と戦車の言った。った。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「こちらの守り道でもない。あちらの町でもでもない。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さあちらの守り町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さでも

ない。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ私たちとともにいる者は、彼らとともにに出ると、なんと、馬と戦車のついて来たとき、彼は主に祈って言っなさい。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さあなたがたの守り捜している人のところへ連れしている人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のの守りところへ連れ連れれ

て行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。ってやろう。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」こうして、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにらを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さサマリヤへ連れて行った。へ連れ連れれて行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。った。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　一、主は私たちを守る方（詩篇は私たちを守る方（詩篇私たちを守る方（詩篇たちを守る方（詩篇守る方（詩篇る方（詩篇方（詩篇 121）

　詩篇 121 は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の主の守り守りりを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さこの守りように出ると、なんと、馬と戦車の歌っています。っています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

私たちとともにいる者は、彼らとともには山に満に出ると、なんと、馬と戦車の向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っかって目を開いを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ上げる。げる。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

私たちとともにいる者は、彼らとともにの守り助けは、どこから来るのだろうか。けは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のどこから来たとき、彼は主に祈って言っるの守りだろうか。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

私たちとともにいる者は、彼らとともにの守り助けは、どこから来るのだろうか。けは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の天地を造られた主から来る。を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ造られた主から来る。られた主から来たとき、彼は主に祈って言っる。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

主はあなたの守り足をよろけさせず、を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さよろけさせず、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

あなたを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りる方は、まどろむこともない。は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のまどろむこともない。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのよ。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さイスラエルを守る方は、を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りる方は、まどろむこともない。は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

まどろむこともなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の眠ることもない。ることもない。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

主は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のあなたを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りる方は、まどろむこともない。。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ



主は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のあなたの守り右の手をおおう陰。の守り手をおおう陰。を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さおおう陰。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

昼も、日が、あなたを打つことがなく、も、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の日が、あなたを打つことがなく、が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のあなたを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ打って、盲目にしてください。」そこで主はエつことがなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

夜も、月が、あなたを打つことはない。も、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の月が、あなたを打つことはない。が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のあなたを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ打って、盲目にしてください。」そこで主はエつことはない。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

主は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のすべての守りわざわいから、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のあなたを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

あなたの守りいの守りちを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りられる。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

主は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のあなたを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のに出ると、なんと、馬と戦車のも帰るにも、るに出ると、なんと、馬と戦車のも、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

今よりとこしえまでも守られる。よりとこしえまでも守りられる。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　「主は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のあなたを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りる方は、まどろむこともない。。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」（"The Lord is your keeper.”The Lord is your keeper.”）短短

いですが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のとても力ある言葉です。いつの時代のどの国の人ある言った。葉です。いつの時代のどの国の人です。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さいつの守り時代のどの国の人の守りどの守り国の人の守り人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

も、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の自然災害や病気、戦争などを恐れ、そうしたものから守らや病気、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の戦争などを恐れ、そうしたものから守らなどを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにれ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそうしたもの守りから守りら

れるよう願った。「どうぞ、彼の目を開いってきました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ幸い、身近なところに戦争はありまい、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の身近なところに戦争はありまなところに出ると、なんと、馬と戦車の戦争などを恐れ、そうしたものから守らはありま

せんが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の自然災害や病気、戦争などを恐れ、そうしたものから守らや病気は科学や医学が進歩した現代でも常にや医学や医学が進歩した現代でも常にが進歩した現代でも常にした現代のどの国の人でも常にに出ると、なんと、馬と戦車の

人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにれさせます。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さつい最近なところに戦争はありまも日が、あなたを打つことがなく、本では台風が大きな被害をもでは台風が大きな被害をもが大きな被害をもきな被害や病気、戦争などを恐れ、そうしたものから守らを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さも

たらし、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の今よりとこしえまでも守られる。もまだ停電や断水が続いているところがあると聞いや断水が続いているところがあると聞いが続いているところがあると聞いいているところがあると聞いい

ています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さまた、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の詩篇に出ると、なんと、馬と戦車のは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の間関係の苦しみが数多く書かれの守り苦しみが数多く書かれしみが数多いのだから。」と言った。く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の書かれかれ

ていて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の中傷や裏切りなどの苦しみを訴えているものがありまや裏切りなどの苦しみを訴えているものがありまりなどの守り苦しみが数多く書かれしみを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ訴えているものがありまえているもの守りがありま

す。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の間関係の苦しみが数多く書かれの守り苦しみが数多く書かれしみは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の現代のどの国の人も変わりなく続いています。世わりなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の続いているところがあると聞いいています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ世

の守り中が複雑になればなるほど、危険が増えに出ると、なんと、馬と戦車のなればなるほど、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の危険が増えが増ええます。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さたとえば ID

を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ盗まれ一瞬にして銀行の預金が消えてなくなるなどといったまれ一瞬にして銀行の預金が消えてなくなるなどといったに出ると、なんと、馬と戦車のして銀行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。の守り預金が消えてなくなるなどといったが消えてなくなるなどといったえてなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のなるなどといった

ことが起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のこるように出ると、なんと、馬と戦車のなりました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ現代のどの国の人は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の類の歴史の中で、の守り歴史の中で、の守り中で、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

一番危険が増えな時代のどの国の人なの守りかもしれません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそんな時代のどの国の人に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の私たちとともにいる者は、彼らとともにたちに出ると、なんと、馬と戦車の

必要なのは、主の守りであり、「私を守ってくださる主」なのなの守りは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の主の守り守りりであり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「私たちとともにいる者は、彼らとともにを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りってく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださる主」なの守り

です。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　神の守りから離れた北王国イスラエルではありましたが、神はイスれた北王国の人イスラエルを守る方は、ではありましたが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の神の守りはイス

ラエルを守る方は、を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ外に出ると、なんと、馬と戦車の敵、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のとく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のに出ると、なんと、馬と戦車のアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っ（今よりとこしえまでも守られる。日が、あなたを打つことがなく、の守りシリア）短から、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さ

の守り預言った。に出ると、なんと、馬と戦車のよって守りってく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださいました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さエリシャに、「ああ、ご主人さの守り時代のどの国の人の守りイス

ラエルを守る方は、の守り王はヨラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っでした（列王記第二 3:1）短。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さヨラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っ王は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

エリシャに、「ああ、ご主人さに出ると、なんと、馬と戦車の一目を開い置いていましたが、それは、エリシャの神、主いていましたが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さの守り神の守り、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の主



を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじるということではなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さに出ると、なんと、馬と戦車のよってイスラエルを守る方は、が

守りられたためでした。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さヨラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っの守り母イゼベルは存命中で、彼女のイゼベルを守る方は、は存命中で、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともに女のの守り

もとでバアルを守る方は、崇拝が盛んに行われていました。ヨラムは主のが盛んに行われていました。ヨラムは主のんに出ると、なんと、馬と戦車の行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。われていました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さヨラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っは主の守り

「守りり」を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ喜びはしましたが、「守ってくださる主」に信頼すびはしましたが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「守りってく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださる主」に出ると、なんと、馬と戦車の信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが頼すす

ることがなかったの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　「守りり」は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ念じていればやってくるというものではじていればやってく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のるというもの守りでは

ありません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ私たちとともにいる者は、彼らとともにたちを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りってく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださる主に出ると、なんと、馬と戦車のよらなければ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれ

は実現しないの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ聖書かれは「主が町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りるの守りでなければ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の守り

る者がエリシャに、「ああ、ご主人さの守り見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたの張りはむなしい」（詩篇りはむなしい」（詩篇 127:1）短と言った。い、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「神の守りはわれ

らの守り避け所」（詩篇け所」（詩篇」（詩篇 46:1）短と言った。っています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「避け所」（詩篇け所」（詩篇」は英語

で "The Lord is your keeper.”refuge”と訳されてますが、避難所、シェルターという意味されてますが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の避け所」（詩篇難所」（詩篇、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のシェルを守る方は、ターという意味という意味

です。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ私たちとともにいる者は、彼らとともにはカリフォルを守る方は、ニアからテキサスに出ると、なんと、馬と戦車の引っ越すとき、荷物っ越すとき、荷物すとき、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の荷物

はコンテナで送り、家族と一緒にドライブしてきました。アリで送り、家族と一緒にドライブしてきました。アリり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の家族と一緒にドライブしてきました。アリと一緒にドライブしてきました。アリに出ると、なんと、馬と戦車のドライブしてきました。アリしてきました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さアリ

ゾナで送り、家族と一緒にドライブしてきました。アリを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ通り、ニューメキシコからテキサスに入ったとたん、レり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のニューという意味メキシコからテキサスに出ると、なんと、馬と戦車の入ったとたん、レったとたん、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のレ

ストエリアが立派なのに驚きました。テキサスが経済的に豊かなの守りに出ると、なんと、馬と戦車の驚きました。テキサスが経済的に豊かきました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さテキサスが経済的に豊かに出ると、なんと、馬と戦車の豊かか

な州であるだけでなく、それは竜巻などに出会ったときのシェであるだけでなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれは竜巻いて山に満などに出ると、なんと、馬と戦車の出ると、なんと、馬と戦車の会ったときのシェったときの守りシェ

ルを守る方は、ターという意味を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ兼ねているからでした。聖書は、神ご自身が私たちのねているからでした。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ聖書かれは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の神の守りご主人さ自身が私たちとともにいる者は、彼らとともにたちの守り

避け所」（詩篇難所」（詩篇、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のシェルを守る方は、ターという意味であり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の災いの守り日が、あなたを打つことがなく、に出ると、なんと、馬と戦車のは主の守りもとに出ると、なんと、馬と戦車の逃げこむげこむ

よう教えています。その時、私たちは、主が確かに私たちをえています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さその守り時、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の私たちとともにいる者は、彼らとともにたちは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の主が確かに私たちをかに出ると、なんと、馬と戦車の私たちとともにいる者は、彼らとともにたちを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

守りってく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださるお方は、まどろむこともない。であることが分かるようになるのです。かるように出ると、なんと、馬と戦車のなるの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　二、主は私たちを守る方（詩篇の守りを見る（列王記第二守る方（詩篇りを守る方（詩篇見る（列王記第二る方（詩篇（列王記第二 6:8-23）

　きょうの守り箇所」（詩篇の守り 15節に「神の人の召使が、朝早く起きて、に出ると、なんと、馬と戦車の「神の守りの守り人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のの守り召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のきて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

外に出ると、なんと、馬と戦車のに出ると、なんと、馬と戦車の出ると、なんと、馬と戦車のると、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のなんと、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の馬と戦車のと戦車のの守り軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さがその守り町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さしてい

た」とあります。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さこの守り「馬と戦車のと戦車のの守り軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」はアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っの守り軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さで

す。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っの守り王はイスラエルを守る方は、の守り領土を削りとるため軍隊を送るを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ削りとるため軍隊を送るりとるため軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ送り、家族と一緒にドライブしてきました。アリる

の守りですが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のどこに出ると、なんと、馬と戦車の陣を張るかといった情報が、いつもイスラエを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ張りはむなしい」（詩篇るかといった情報が、いつもイスラエが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のいつもイスラエ



ルを守る方は、側につつぬけになっていて、アラム軍の出動は空振りに終に出ると、なんと、馬と戦車のつつぬけに出ると、なんと、馬と戦車のなっていて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っ軍の守り出ると、なんと、馬と戦車の動は空振りに終は空振りに終りに出ると、なんと、馬と戦車の終

わっていました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っの守り王は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の最初内通り、ニューメキシコからテキサスに入ったとたん、レ者がエリシャに、「ああ、ご主人さがいるの守りではない

かと疑いましたが、やがて、それがエリシャの預言によることいましたが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のやがて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれがエリシャに、「ああ、ご主人さの守り預言った。に出ると、なんと、馬と戦車のよること

が分かるようになるのです。かってきました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそれで、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ捕まえるために軍隊まえるために出ると、なんと、馬と戦車の軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ送り、家族と一緒にドライブしてきました。アリったの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さたったひとりの守り預言った。者がエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ捕まえるために軍隊まえるの守りに出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「馬と戦車の

と戦車のと大きな被害をも軍と送り、家族と一緒にドライブしてきました。アリった」（列王記第二 6:14）短というの守りは大きな被害をもげさ

なことですが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っの守り王はそれほどに出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さの守り預言った。の守り力ある言葉です。いつの時代のどの国の人を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにれていたの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　エリシャに、「ああ、ご主人さの守りしもべは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の自分かるようになるのです。たちを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ取り巻いて山に満り囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さんでいる軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたの

て、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さに出ると、なんと、馬と戦車の「ああ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のご主人さ主人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のさま。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さどうしたらよいの守りでしょ

う」（15節に「神の人の召使が、朝早く起きて、）短と言った。いました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さしかし、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さはしもべに出ると、なんと、馬と戦車の言った。い

ました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにれるな。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ私たちとともにいる者は、彼らとともにたちとともに出ると、なんと、馬と戦車のいる者がエリシャに、「ああ、ご主人さは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにらとともに出ると、なんと、馬と戦車の

いる者がエリシャに、「ああ、ご主人さよりも多いのだから。」と言った。いの守りだから。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」（16節に「神の人の召使が、朝早く起きて、）短「私たちとともにいる者は、彼らとともにたちとともに出ると、なんと、馬と戦車のいる

者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」というの守りは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の主の守り軍勢のことです。エリシャにはそれが見の守りことです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さエリシャに、「ああ、ご主人さに出ると、なんと、馬と戦車のはそれが見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたの

えていましたが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のしもべに出ると、なんと、馬と戦車のは見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえなかったの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそれでエリ

シャに、「ああ、ご主人さが「どうぞ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにの守り目を開いを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ開いいて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえるように出ると、なんと、馬と戦車のしてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださ

い」（17節に「神の人の召使が、朝早く起きて、）短と祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いると、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のしもべもまたアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っ軍に出ると、なんと、馬と戦車の勝る主の軍勢る主の守り軍勢のことです。エリシャにはそれが見

を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのることができました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　この守りように出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが仰者がエリシャに、「ああ、ご主人さは見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえる現実だけでなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえない現実

を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ意識して生きています。主イエスは誘惑の山で、サタンを斥して生きています。主イエスは誘惑の山で、サタンを斥きています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ主イエスは誘惑の山で、サタンを斥の守り山に満で、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のサタンを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ斥

けた後、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「御使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のいたちが近なところに戦争はありまづいて来たとき、彼は主に祈って言って仕え」（マタイえ」（マタイ 4:11）短る

の守りを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのておられます。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さゲツセマネの園では、ペテロがイエスをの守り園では、ペテロがイエスをでは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のペテロがイエスをがイエスを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

捕まえるために軍隊まえようとした者がエリシャに、「ああ、ご主人さに出ると、なんと、馬と戦車の剣で切りかかった時「剣をもとに納めなで切りなどの苦しみを訴えているものがありまりかかった時「剣で切りかかった時「剣をもとに納めなを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さもとに出ると、なんと、馬と戦車の納めなめな

さい。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ剣で切りかかった時「剣をもとに納めなを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ取り巻いて山に満る者がエリシャに、「ああ、ご主人さはみな剣で切りかかった時「剣をもとに納めなで滅びます。それとも、わたしが父びます。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそれとも、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のわたしが父

に出ると、なんと、馬と戦車のお願った。「どうぞ、彼の目を開いいして、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の十二軍団よりも多くの御使いを、今わたしの配よりも多いのだから。」と言った。く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のの守り御使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のいを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の今よりとこしえまでも守られる。わたしの守り配

下って来たとき、彼は主に祈って言っに出ると、なんと、馬と戦車の置いていましたが、それは、エリシャの神、主いていただく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のことができないとでも思うのですか」（マうの守りですか」（マ

タイ 26:52-53）短と言った。われました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ主イエスに出ると、なんと、馬と戦車のとって天の守り軍団よりも多くの御使いを、今わたしの配は



常にに出ると、なんと、馬と戦車の「現実」の守りもの守りでした。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　パウロがイエスをは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のコリント第二 4:8-9 でこう言った。っています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「私たちとともにいる者は、彼らとともにた

ちは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の四方は、まどろむこともない。八方は、まどろむこともない。から苦しみが数多く書かれしめられますが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の窮することはありませすることはありませ

ん。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ途方は、まどろむこともない。に出ると、なんと、馬と戦車のく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のれていますが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。きづまることはありません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ迫

害や病気、戦争などを恐れ、そうしたものから守らされていますが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたの捨てられることはありません。倒されまてられることはありません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ倒されまされま

すが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の滅びます。それとも、わたしが父びません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」パウロがイエスをは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のここで、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の伝道でもない。あちらの町でもに出ると、なんと、馬と戦車の伴う苦しみやう苦しみが数多く書かれしみや

迫害や病気、戦争などを恐れ、そうしたものから守らの守りことを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ言った。っています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さパウロがイエスをの守り行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のところに出ると、なんと、馬と戦車のはどこでで

も苦しみが数多く書かれしみや迫害や病気、戦争などを恐れ、そうしたものから守らが待っていました。主を信じていればどんな困っていました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ主を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじていればどんな困

難に出ると、なんと、馬と戦車のも苦しみが数多く書かれしみに出ると、なんと、馬と戦車のも遭わないというわけではないのです。パウロわないというわけではないの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さパウロがイエスを

は困難や苦しみが数多く書かれしみを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ現実の守りもの守りとして受けとめています。しかけとめています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さしか

し、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のもうひとつの守り現実、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の神の守りの守り守りり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の栄光、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の力ある言葉です。いつの時代のどの国の人を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さも見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのつめていま

した。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さですから、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「苦しみが数多く書かれしめられますが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の窮することはありませすることはありませ

ん。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ途方は、まどろむこともない。に出ると、なんと、馬と戦車のく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のれていますが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。きづまることはありません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ迫

害や病気、戦争などを恐れ、そうしたものから守らされていますが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたの捨てられることはありません。倒されまてられることはありません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ倒されまされま

すが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の滅びます。それとも、わたしが父びません」と言った。うことができたの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそして、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のパウ

ロがイエスをはこう言った。います。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「私たちとともにいる者は、彼らとともにたちは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえるもの守りに出ると、なんと、馬と戦車のではなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえ

ないもの守りに出ると、なんと、馬と戦車のこそ目を開いを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ留めます。見えるものは一時的であり、見めます。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえるもの守りは一時的に豊かであり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたの

えないもの守りはいつまでも続いているところがあると聞いく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のからです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」

　「見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえないもの守りに出ると、なんと、馬と戦車の目を開いを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ留めます。見えるものは一時的であり、見める」というの守りは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の矛盾のように思の守りように出ると、なんと、馬と戦車の思うのですか」（マ

われます。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さしかし、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれは信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが仰に出ると、なんと、馬と戦車のよって可能となるのです。信となるの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが

仰とは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「望んでいる事がらを保証し、目に見えないものを確んでいる事がらを保証し、目に見えないものを確がらを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ保証し、目に見えないものを確し、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の目を開いに出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえないもの守りを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ確かに私たちを

信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがさせるもの守り」（ヘブしてきました。アリルを守る方は、 11:1）短だからです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さしかし、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが仰者がエリシャに、「ああ、ご主人さで

あれば、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の誰もが見えないものを見ることができるわけではありもが見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえないもの守りを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのることができるわけではあり

ません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さエリシャに、「ああ、ご主人さの守りしもべは最初、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのることができませ

んでした。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さけれども、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いりに出ると、なんと、馬と戦車のよって見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえるように出ると、なんと、馬と戦車のなりました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

私たちとともにいる者は、彼らとともにたちも、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の目を開いに出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえるもの守りに出ると、なんと、馬と戦車の心がとらわれている間は、見えながとらわれている間は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえな

いもの守りを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのることができません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いりに出ると、なんと、馬と戦車のよって信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが仰を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ働かせるかせる



必要なのは、主の守りであり、「私を守ってくださる主」なのがあります。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ私たちとともにいる者は、彼らとともにたちも、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の何事がらを保証し、目に見えないものを確に出ると、なんと、馬と戦車のおいても「目を開いを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ開いいて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたの

えるように出ると、なんと、馬と戦車のしてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださい」と祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いりましょう。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそうすれば、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の困難

や苦しみが数多く書かれしみという現実ばかりでなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじる者がエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそこから守りり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

救ってくださる「主の守り」という現実が見えるようになり、ってく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださる「主の守り守りり」という現実が見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえるように出ると、なんと、馬と戦車のなり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

不安や恐れ、思い煩いから解放されるのです。や恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにれ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の思うのですか」（マい煩いから解放されるのです。いから解放されるのです。されるの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　エリシャに、「ああ、ご主人さはしもべの守りために出ると、なんと、馬と戦車のは「彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにの守り目を開いを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ開いいて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえるよう

に出ると、なんと、馬と戦車のしてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださい」と祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いりましたが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っの守り軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さに出ると、なんと、馬と戦車のついては

「どうぞ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のこの守り民を打って、盲目にしてください。」そこで主はエを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ打って、盲目にしてください。」そこで主はエって、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の盲目を開いに出ると、なんと、馬と戦車のしてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださい」と祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いりまし

た。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さすると、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っの守り軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さは指揮官から兵卒に至るまで、みなから兵卒に至るまで、みなに出ると、なんと、馬と戦車の至るまで、みなるまで、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のみな

目を開いが見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのえなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のなりました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそこでエリシャに、「ああ、ご主人さは彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにらを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さヨラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っ王の守り

ところまで連れれていき、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「主よ。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さこの守り者がエリシャに、「ああ、ご主人さたちの守り目を開いを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ開いいて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたの

えるように出ると、なんと、馬と戦車のしてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださい」と祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いると、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のなんと、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにらは自分かるようになるのです。たち

がイスラエルを守る方は、の守り捕まえるために軍隊虜になっているのに気付きました。ヨラムに出ると、なんと、馬と戦車のなっているの守りに出ると、なんと、馬と戦車の気付きました。ヨラムきました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さヨラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っ

は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の捕まえるために軍隊虜になっているのに気付きました。ヨラムを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ滅びます。それとも、わたしが父ぼそうとしましたが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さはそれを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ許さず、さず、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

逆に彼らをもてなしてアラムに返しました。彼らは預言者エリに出ると、なんと、馬と戦車の彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにらを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さもてなしてアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っに出ると、なんと、馬と戦車の返しました。彼らは預言者エリしました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにらは預言った。者がエリシャに、「ああ、ご主人さエリ

シャに、「ああ、ご主人さに出ると、なんと、馬と戦車のよって示された主の力を恐れて、イスラエルの国境を侵された主の守り力ある言葉です。いつの時代のどの国の人を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにれて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のイスラエルを守る方は、の守り国の人境を侵を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ侵

すことがなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のなりました（列王記第二 6:23）短。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　三、主は私たちを守る方（詩篇の守りを見る（列王記第二守る方（詩篇りを守る方（詩篇体験する（列王記第二する方（詩篇（列王記第二 6:24-7:20）

　主は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のイスラエルを守る方は、に出ると、なんと、馬と戦車のも、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っに出ると、なんと、馬と戦車のもひとりの守り犠牲も出さないも出ると、なんと、馬と戦車のさない

でイスラエルを守る方は、を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りってく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださいました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ同じようなことが、続じようなことが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の続いているところがあると聞い

く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の箇所」（詩篇（列王記第二 6:24-7:20）短に出ると、なんと、馬と戦車のも書かれかれています。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さサマリヤへ連れて行った。

に出ると、なんと、馬と戦車の飢饉が起こった時、それに乗じてアラムの王ベン・ハダデがが起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のこった時、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれに出ると、なんと、馬と戦車の乗じてアラムの王ベン・ハダデがじてアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っの守り王ベン・ハダデがが

サマリヤへ連れて行った。を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さで包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さしました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さその守り時、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のサマリヤへ連れて行った。の守り物価が急が急

上げる。昇し、「ろばの頭一つが銀八十シェケルで売られ、鳩の糞一し、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「ろばの守り頭一つが銀八十シェケルを守る方は、で売られ、鳩の糞一られ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の鳩の糞一の守り糞一

カブしてきました。アリの守り四分かるようになるのです。の守り一が銀五シェケルで売られる」（シェケルを守る方は、で売られ、鳩の糞一られる」（6:25）短ように出ると、なんと、馬と戦車のな

りました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さろばの守り頭はふつうは食用には使いません。なのにそに出ると、なんと、馬と戦車のは使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のいません。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さなの守りに出ると、なんと、馬と戦車のそ



れが 80 シェケルを守る方は、（800ドルを守る方は、）短もしたの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「鳩の糞一の守り糞」という

の守りはそういう名前の植物の実だと思われますが、一カブの四分の守り植物の守り実だと思うのですか」（マわれますが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の一カブしてきました。アリの守り四分かるようになるのです。

の守り一というの守りは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の手をおおう陰。の守りひらに出ると、なんと、馬と戦車の乗じてアラムの王ベン・ハダデがるほどの守り分かるようになるのです。量でしかありませでしかありませ

ん。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそれが 5 シェケルを守る方は、（50ドルを守る方は、）短もするほど食べ物がなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のなっ

たの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さこの守り時、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のヨラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っ王は侍従とともにエリシャのところとともに出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さの守りところ

に出ると、なんと、馬と戦車の行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。きましたが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のエリシャに、「ああ、ご主人さは王に出ると、なんと、馬と戦車のこう預言った。しました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「主の守りこ

とばを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ聞いきなさい。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ主はこう仰せられる。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ『あすの守り今よりとこしえまでも守られる。ご主人さろ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のサ

マリヤへ連れて行った。の守り門で、上等の小麦粉一セアが一シェケルで、大麦二セで、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の上げる。等の小麦粉一セアが一シェケルで、大麦二セの守り小麦粉一セアが一シェケルを守る方は、で、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の大きな被害をも麦二セ

アが一シェケルを守る方は、で売られ、鳩の糞一られるように出ると、なんと、馬と戦車のなる。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ』」（7:1）短「一セ

ア」は両手をおおう陰。で抱えて持つほどの分量で、一シェケル（えて持つほどの分量で、一シェケル（つほどの守り分かるようになるのです。量でしかありませで、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の一シェケルを守る方は、（10ドルを守る方は、）短

で小麦粉なら一セアが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の大きな被害をも麦なら二セア買うことができるということができるとい

うの守りですから、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の普段より安い値段だったのでしょう。王の侍従より安や恐れ、思い煩いから解放されるのです。い値段より安い値段だったのでしょう。王の侍従だったの守りでしょう。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ王の守り侍従とともにエリシャのところ

はエリシャに、「ああ、ご主人さの守り言った。葉です。いつの時代のどの国の人を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ聞いいて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「たとい、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の主が天に出ると、なんと、馬と戦車の窓を作られるを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ作られるられる

に出ると、なんと、馬と戦車のしても、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそんなことがあるだろうか」と言った。いました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さそれで

エリシャに、「ああ、ご主人さは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のその守り侍従とともにエリシャのところに出ると、なんと、馬と戦車の言った。いました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「確かに私たちをかに出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のあなたは自分かるようになるのです。

の守り目を開いでそれを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのるが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ食べることはできない。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」

　その守り日が、あなたを打つことがなく、、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「主がアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っの守り陣を張るかといった情報が、いつもイスラエ営に、戦車の響き、馬のいななに出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の戦車のの守り響き、馬のいななき、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の馬と戦車のの守りいなな

き、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の大きな被害をも軍勢のことです。エリシャにはそれが見の守り騒ぎを聞かせ」（ぎを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ聞いかせ」（7:6）短たの守りで、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っ軍はイス

ラエルを守る方は、がヘテやエジプトの守り軍隊がその町を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ雇って自分たちを襲おうとしって自分かるようになるのです。たちを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ襲おうとしおうとし

ていると思うのですか」（マい、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の陣を張るかといった情報が、いつもイスラエ営に、戦車の響き、馬のいななと食糧をそのままにして、国に逃げ帰りまを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さその守りままに出ると、なんと、馬と戦車のして、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の国の人に出ると、なんと、馬と戦車の逃げこむげ帰るにも、りま

した。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さサマリヤへ連れて行った。の守り人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の々は、アラム軍の包囲から救われたばかりは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のアラムがエリシャに向かって下って来たとき、彼は主に祈って言っ軍の守り包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さから救ってくださる「主の守り」という現実が見えるようになり、われたばかり

でなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の敵が残していった食糧によって飢えからも救われたのしていった食糧をそのままにして、国に逃げ帰りまに出ると、なんと、馬と戦車のよって飢えからも救ってくださる「主の守り」という現実が見えるようになり、われたの守り

です。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さエリシャに、「ああ、ご主人さが言った。ったように出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のサマリヤへ連れて行った。の守り門で、上等の小麦粉一セアが一シェケルで、大麦二セで小麦粉や大きな被害をも麦

が安や恐れ、思い煩いから解放されるのです。く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の売られ、鳩の糞一られるように出ると、なんと、馬と戦車のなりました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ神の守りの守りなさる事がらを保証し、目に見えないものを確は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の実に出ると、なんと、馬と戦車の不思うのですか」（マ

議です。私たちの信じる神は全能の神であり、ご自分の言葉にです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ私たちとともにいる者は、彼らとともにたちの守り信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじる神の守りは全能となるのです。信の守り神の守りであり、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のご主人さ自分かるようになるのです。の守り言った。葉です。いつの時代のどの国の人に出ると、なんと、馬と戦車の

真実なお方は、まどろむこともない。です。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　ところが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の主の守り言った。葉です。いつの時代のどの国の人を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじなかった侍従とともにエリシャのところは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のこの守り食べ物を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ口



に出ると、なんと、馬と戦車のすることができませんでした。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ彼は、「恐れるな。私たちとともにいる者は、彼らとともにはサマリヤへ連れて行った。の守り門で、上等の小麦粉一セアが一シェケルで、大麦二セの守り管理をしを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さし

ていたの守りですが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の大きな被害をも勢のことです。エリシャにはそれが見の守り人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のが食べ物を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ求めてそこに殺到したためてそこに出ると、なんと、馬と戦車の殺到したたしたた

め、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の群衆に踏み殺されてしまったのです。エリシャの預言は、に出ると、なんと、馬と戦車の踏み殺されてしまったのです。エリシャの預言は、み殺されてしまったの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さエリシャに、「ああ、ご主人さの守り預言った。は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

悲しいことに、それを信じなかったこの人にも成就したのでしいことに出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のそれを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじなかったこの守り人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のに出ると、なんと、馬と戦車のも成就したのでしたの守りで

す。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ神の守りの守り言った。葉です。いつの時代のどの国の人は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のが信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじようが信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじまいが実現します。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さしか

し、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじない者がエリシャに、「ああ、ご主人さは神の守りの守り言った。葉です。いつの時代のどの国の人がもたらす祝福を受け取ることがでを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ受けとめています。しかけ取り巻いて山に満ることがで

きないの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ主は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の私たちとともにいる者は、彼らとともにたちが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のその守り祝福を受け取ることがでを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじて受けとめています。しかけ取り巻いて山に満る

ことができるよう、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の私たちとともにいる者は、彼らとともにたちに出ると、なんと、馬と戦車の信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが仰を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ求めてそこに殺到したためておられるの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　ある人の召使が、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のの守り聖書かれの守り扉にこう書かれていました。「これを守れ。に出ると、なんと、馬と戦車のこう書かれかれていました。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ「これを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りれ。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

そうすればこれがあなたを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りる。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ」「これ（聖書かれ）短を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りる」と

は、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の聖書かれが命じることを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りり行ってやろう。」こうして、彼らをサマリヤへ連れて行った。うことですが、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の聖書かれが私たちとともにいる者は、彼らとともにたちに出ると、なんと、馬と戦車の

命じていることは何よりも、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の「主を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがじること」です。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ主を包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが

じること、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の主へ連れの守り信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが頼すが私たちとともにいる者は、彼らとともにたちに出ると、なんと、馬と戦車の主の守り守りりを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ見えるようにしてください。」主がその若い者の目を開かれたのせてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のれます。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

それを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ確かに私たちを信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがさせ、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の体験させてくれるのです。させてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のれるの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ

　（祈り）り）

　私たちとともにいる者は、彼らとともにたちを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ守りってく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださる主よ。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ私たちとともにいる者は、彼らとともにたちはあなたの守り守りりに出ると、なんと、馬と戦車のよっ

て日が、あなたを打つことがなく、々は、アラム軍の包囲から救われたばかりを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ平安や恐れ、思い煩いから解放されるのです。の守りうちに出ると、なんと、馬と戦車の過ごすことができます。平穏な日々は決ご主人さすことができます。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ平穏な日々は決な日が、あなたを打つことがなく、々は、アラム軍の包囲から救われたばかりは決

してあたりまえの守りことではなく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のあなたの守り愛と力によって支えと力ある言葉です。いつの時代のどの国の人に出ると、なんと、馬と戦車のよって支ええ

られ与えられているものです。そのことを覚えて、もっとあなえられているもの守りです。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さその守りことを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ覚えて、もっとあなえて、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のもっとあな

たに出ると、なんと、馬と戦車の感謝をささげることができる私たちとしてください。まを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さささげることができる私たちとともにいる者は、彼らとともにたちとしてく起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のださい。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さま

た、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の苦しみが数多く書かれしみの守り日が、あなたを打つことがなく、に出ると、なんと、馬と戦車のは、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車のさらに出ると、なんと、馬と戦車のあなたに出ると、なんと、馬と戦車の信じるということではなく、エリシャによってイスラエルが頼すし、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いりの守りうちに出ると、なんと、馬と戦車の、朝早く起きて、外に出ると、なんと、馬と戦車の

あなたの守り守りりを包囲していた。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ確かに私たちを信じるということではなく、エリシャによってイスラエルがすることができますように出ると、なんと、馬と戦車の。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ主イエスの守りお

名前の植物の実だと思われますが、一カブの四分で祈って主に願った。「どうぞ、彼の目を開いります。若い者がエリシャに、「ああ、ご主人さ


